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0 月 3 日

0 月4 日

9 月5 日

9 月6 日

0 月フ日

9 月8 日

(日)年 後 1時～ 年 後 3時

(月)午 前 0時半～年絵 3時

(火)午 前 0時半～年経 3時

(水)午 前 0時半～年後 3時

(末)午 前 8席半～年後 3時

(金)年 前 3時半～年後 3時

II全荏青備

高木皆会館  (日 立地区)

高末密会億  (妻 紙地区他)

南末宮会億  (田  広 瀬地区)
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